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1.　はじめに

　損傷 RC床版の補強工法の 1つとして、床版防水をも兼ね得るMMA樹脂コンクリート（以下、樹脂コンクリ

ート）を用いた上面増厚補強工法について著者らは開発研究を行っている。本工法は、損傷 RC床版の上面に樹

脂コンクリートを増厚し、断面のかさ上げによって、剛性を増すことにより補強する工法である。本工法に用い

る樹脂コンクリートは、種々の優れた特性をもっている反面、樹脂特有の温度依存性が大きいなどの問題点があ

るが、既往の研究結果 1）より、本工法における樹脂コンクリートの設計用値の提示ならびに、その許容応力度設

計法 2）についてはすでに発表した。今回、限界状態設計法の終局限界状態に着目して、種々のパラメータ解析を

行い安全性の照査を行ったので、その結果を本文で報告する。

2.　パラメータ解析

　図-1 に示す終局状態の解析モデルを用いて等価応力

ブロック法による終局曲げ耐力を算出し、設計曲げモー

メントを求めて安全性の照査を行った。照査は式（1）

を用いて行う。

　　

　パラメータ解析で用いる諸数値を表-1に示す｡ただし、

RC 床版は、昭和 39 年の道路橋示方書で設計されたも

のとする（図-1中のデータ参照）。

3.　部分安全係数の設定

　RC 部材の各部分安全係数はコンクリート標準示方書

に準拠する。一方、樹脂コンクリートの部分安全係数は

図-2 に示した樹脂コンクリートの圧縮強度に関するデ

ータを用いて、式（2）により求めることができる。
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　安全性指標 βは、通常 3.5～4.5の範囲で用いられて
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　　　床版支間長 =3mの場合

　　　b =1000mm, As1=1023mm2（D19, ピッチ 280mm）

　　　As2=2046mm2（D19, ピッチ 140mm）

　　　d1=30mm, d2=140mm, d3=h+t/2, h =170mm

図-1　解析モデル（引張側補強）

M ：設計曲げモーメント
Mu：終局曲げ耐力

γi：構造物係数
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図-2　圧縮強度のヒストグラム
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標準偏差：
　平均値：

床版支間長（m） 3.0,　3.5,　4.0
樹脂コンクリートの増厚量（cm） 30,　40,　50

圧縮側 1.5×104樹脂
コンクリート 引張側 2.0×103

普通コンクリート 1.4×104

ヤング係数
（N/mm2）

鉄筋およびメッシュ筋 2.0×105

表-1　解析条件
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おり本解析では 3.5を採用した。表-2には、解析に用いた

各種部分安全係数を示した。

3.　解析結果と考察

　図-3 に引張側補強における床版支間長（床版厚）－曲

げ耐力関係を示した。同図より、曲げ耐力は、樹脂コンク

リートで増厚することにより無補強床版より約 2倍程度向

上する。また、増厚量の補強効果は、1cm 当たり約 10％

程度の耐力増加であるといえる。

　本解析では、樹脂コンクリートの材料係数を 03.1=mγ
に設定したが、これは、安全性指標 5.3=β に設定して求

めたものである。この値は、コンクリートの材料係数

3.1=cγ に比べ小さい値を示した。これは、樹脂コンクリ

ートが非常に安定した材料で、強度のばらつきが少ないた

めである。

　式（1）を用いて引張側補強における安全性の照査を行

った結果を図-4 に示した。同図より、無補強床版では、

床版支間長が 0.3= m であっても危険となることを示し

た。しかし、樹脂コンクリートで増厚補強したＲＣ床版で

は、床版支間長 0.4= m 程度でも、十分安全であること

が明らかとなった。また、増厚量の増大による補強効果は

少ないといえる。よって、今回の解析条件内では、増厚量

を最小値 30=t mmに設定してもよいといえる。

　図-5 には圧縮側補強における安全性の照査結果を示し

た。同図より、引張側補強と同様、樹脂コンクリートを増

厚補強することにより床版支間長 0.4= m 程度でも十分

安全であることが確認できた。また、圧縮側においても増

厚量の増大による補強効果は少ないことが明らかとなった。

5.結論

　限界状態設計法の終局限界状態に着目し、上面増厚補強

された RC 床版の安全性照査を行った。本解析の範囲にお

いては、圧縮および引張側補強ともに、樹脂コンクリート

を増厚することにより補強効果は大きく、十分安全である

ことが明らかとなった。しかし、樹脂コンクリートの増厚

量による補強効果は少ないといえる。よって、経済性を考

慮した場合、最小増厚量 30=t mm を用いればよいといえ

る。今後は、さらに使用限界状態､および疲労限界状態に

ついても検討を加え補強床版の限界状態設計法を確立する

予定である。
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コンクリート γc 1.30
鋼材 γs 1.00

材
料
係
数 樹脂コンクリート γm 1.03

部材係数 γb 1.30
構造解析係数 γa 1.00
荷重係数 γf 1.20
構造物係数 γi 1.20

表-2　各種部分安全係数の設定値

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

2.5 3.0 3.5 4.0 4.5

床版支間長 （m）

照
査
値
（
γ

iM
/M

u
）

図-5　床版支間長－照査値関係（圧縮側補強）
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図-4　床版支間長－照査値関係（引張側補強）
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図-3　床版支間長－曲げ耐力関係（引張側補強）
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